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【目的】近年、ゲノム情報を利用して患者個々に最適な薬物療法を行うテーラー

メイド医療の展開が期待されている。その実現のためには簡易迅速な SNP 検出法

の開発が必須である。そこで、薬剤反応性関連遺伝子の SNP 検出について PCR 後

の煩雑な操作を必要としない SNP 検出 ELISA チップを利用したベッドサイド遺伝

子診断法の開発を行った。 

【方法】我々が以前開発したCompetitive Allele-Specific Short Oligonucleotide 

Hybridization (CASSOH) 法を利用した。つまり FITC 標識したプライマーを用い

て、SNP を含む領域を PCR 増幅した。また、反応液中には複数ヶ所に Biotin 標識

したアレル特異的検出プローブと未標識競合プローブを添加した。PCR 後、温度を

段階的に低下させると、SNP が存在する場合、FITC 標識された PCR 産物に完全に

相補的な Biotin 標識プローブがハイブリダイズし、FITC と Biotin のダブルラベ

ル化体となる。SNP が存在しない場合はダブルラベル化体を生成しない。得られた

反応物を SNP 検出 ELISA チップ (TOYOBO) に添加すると、反応物がダブルラベル

化体の場合のみ青色に着色する。 

【結果・考察】アミノグリコシド系抗生物質による難聴発症に関連するミトコン

ドリア DNA 1555A>G 変異の検出について検討した結果、1555A の DNA においては野

生型検出プローブを使用した時のみ SNP 検出チップが青色に着色し、1555G の DNA

においては変異型検出プローブを使用した時のみ青色に着色し、視覚的な遺伝子

型の判別が可能であった。現在、他の薬剤反応性関連遺伝子の SNP 検出系につい

ても検討中である。 


